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投資の新世界幕開け
継続的な成功と未来のために
東部経済回廊

未来の継続的な成功のための豪
快で大型な新投資機会
東部経済回廊（EEC）
アジアのゲートウェイ

EEC
: アジアのゲートウェイ

投資奨励
奨励する投資計画に最大の投資誘因利益を提供。
•  最長１５年の法人所得税の免除

•  開発や研究のための輸入品、輸出のために輸入す

 る製造原料、または、輸入機械に輸入税を免除する。

  投資奨励産業のための専門人材を開発する費用、

 または、技術革新のための研究開発に投資する費

 用に補助金を提供する。

• 投資促進される企業を営業す

 るための土地所有権を許可

• 政府土地を最長５０年の不動産賃貸権。更に４９

 年の賃貸期間を延長申請可能。

• 地域レベルの開発と研究所もしくは金融センター、

 国際貿易会社、本社を設置する外国企業の外国人営

 業者に１7％の一般人所得税率。（アセアン内最低）

• ワンストップサービスシステム： 投資者に便利性を

 与えるため、一ヶ所でニュースや情報、輸入、輸出、

 貿易、操業に関連する許可申請サービスを提供する。

• 外国人の科学者、専門家、または、投資者に５年間

 のビジネスビザ。

この巨大な変革に従来の基盤を拡充する…タ
イ国を振興したいタイ政府の強い意志で継続的かつ盤石な安定成長を確保する。
全てのタイ国民と国家に明るい未来を築きそして相互扶助し、
最後には投資家の商業を通じて繁栄を築く。



現在、アジア地域は中国、インド、日本、韓国、そして

アセアンを含めて、経済的成長と投資面で、世界を動か

すリーダーである。アジアの総人口は35億人であって、

世界GDPの32%を持っている。

タイは、急速に成長しているベトナムとミャンマー、ラ

オス、カンボジアの真中に建っている。また、タイは、

国際間輸送と輸出、貿易、製造面でのAECもしくはアセ

アン経済共同体グループの戦略ポイントであって、アジ

ア大陸における経済グループとの繋がりの中心ポイント

である。東西はベトナムからミャンマーへ至り、南北に

は中国からインドネシアに向かいオセアニア区域に至る。

そのため、タイは世界を結び,アジアを結ぶためにアセア

ンにおける投資の最良の立地なのである。

優良な位地
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３０年にわたり、 東海岸地帯もしくはEastern Seaboard

は経済の中心で、世界との投資や貿易を接続して、様々

な主要産業の地帯であった。

今、この地域には、総合的な物流と交通システムを完全

に拡大され、アジア地域の最も包括的かつ最新の観光源

や新都市へと開発されるように、更に輸送や投資、貿易

の中心として、世界の一流企業の地域本部の設立場所と

して、そして未来における産業の中心としてあなたのビ

ジネスチャンスを開く。

素晴らしい施設



３つの国際空港を繋ぎ、すなわちドンムアン空港～

スワンナプーム空港～ウタパオ空港間に高速

鉄道を敷設する。利便性を確保し、

所要時間の短縮、移動費を抑制する。

高速鉄道の敷設

既存鉄道の複線化。複線鉄道でタイ全国の主

要工業源からレームチャバン港、マーブ

タープート港、サッタヒープ港まで

低費で製品を輸送する。

複線鉄道

更に円滑かつ快適な移動のためにバンコクか

らラヨーンへ至る高速道路を拡充する。

高速道路拡充



将来、年間３０００万人の利用客に対応する事が可能になるように、

最新の乗客施設と滑走路を整備することによって国際空港とし

て格上げされた。更には物流と流通事業にも対応しており、

その他にも商業施設、自由貿易区域、メンテナンス・

修理施設、航空産業向け研修施設を新設する。

ドンムアン空港およびスワナプーム空港と合わせたら、

首都圏3空港体制を採る。それによって、タイはア

ジア全域の航空交通ハブになる。

ウタパオ空港



修理人員を未来のビジネス需要に充たさせるため、

航空工学分野専門家の経験者による管理下で

航空機修理工と技術者研修センターを設置

すると共に研究所を発展させる。そしたら、

国際航空基準に沿って効率的に新しい人材

を生産や確保する効果をもたらす。

研修センター

タイの戦略的優位性すなわちアジア地域にアクセスする世界の地

理的中心を利用して、アセアンの航空企業の首都に開発させるよ

うにする。総合土地は10,000ライ（1、6000、000ｍ２）であり、

その中に、航空機修理センター、研究開発センター、航空機修理

工と技能研修センター、そのほかに、地域内で最も総合的に整備

させた未来における航空機部品の製造。

サプライチェーン
環境に優しく最新で素早いサービスが可能な卓越した修理場により

航空機修理の中心として発展した。加えて５５年間にわたる

航空機修理の経験 がありエアバスA380/A350 または

A320/B737RFIDに対応し、 COBOT やDroneなどの

高度なテクノロジーを持つ。それにとって最先端の

航空機修理の中心として先述の場所へ影響を与えた。

航空ハブ



PHASE 3

PHASE 4

コンテナや自動車輸送の主要港湾である。第３

区域の計画が完了したら、年間３００万台の自

動車、１８００万TEUまでのコンテナに対応能

力になる。そのため、レムチャバン港は世界の

最大の15つの輸送港の1つになり、インドシナ

の玄関になって、アジア内において最も重要

な物流拠点および流通の中心になる。

レームチャバン深海港



国の上級な石油化学産業の発展を対応する、

エネルギー生産の重要な材料である天然ガ

スと液体貨物専用の港である。

第３区域マーブタ
ープット工業港



世界基準を合格する、最新なクルーズとフ

ェリーの寄港用の港として振興される。

石油発掘産業と船舶製造業を対応するため、

拡張される。

サッタヒープ商業港

初めてタイ湾の両岸をまたぐ道のり

を繋ぎ、そして主な観光ポイント

を連結するために開発された。

フェリー港



１０産業の拡充、促進、レベルアップ

５つの既存産業(First S-Curve)の競争力向上とは、

次世代自動車

スマートエレクトロニクス

高度な生物学および農業テクノロジー

食品加工

高所得層向け観光および健康観光

タイ経済の新原動力としての新５産業(New S-Curve)の創造

日常生活と工業専用のロボット産業

ウタパオ空港区域航空技能センターも含めた部品、
航空機修理センターを備えた　タイプの航空産業

健康管理を備えた医療産業

バイオ経済産業、特に生物科学とエネルギー

デジタルテクノロジー産業



多国籍本社を設置し、地域内の投資計画と経済分析

を含む様々な方面の事業経営における助言と相談、

技能研修、そして人事管理、マーケティング面の推

進、技術面の支援、商品開発および研究、部品と資

源探索の事業計画と様々な面を包括的に管理する。

多国籍本社

商品関連の研修を含む、技術関係のサービス、相談、

商品保証、商品輸送、梱包とパッケージ、納入待ち

間の商品保管、商品手配のサービスによる国際取

引に関連するサービスを提供する。

国際貿易企業
デジタルパークタイランド 

地域のグローバルデジタルハブとなる新経済区

国際間情報交換センターとしてベース上にデジタル革新創造と併

せてデジタル産業への投資を喚起する事へ焦点を当てる。

宇宙および人工衛星信号送受信センターに至るまでの国の情報センター。

デジタル革新および産業推進区 (EECd)

融資、為替、投資、流動性管理のサービスを海外と

タイ国内に設置した系列会社に外貨管理のサー

ビスを提供する金融管理センター。

財政/金融センター
タイを革新における国であり続けさせるために、世界の

製造チェーンとタイの製造産業　チェーンを接続して製

造レベルの強化し、新製品の開発のため、現地と大学と

企業と政府間での協力を重視した革新と技術開発そして

研究における中心都市である。

地域の将来における産業にとって重要な専門家を養成す

る中心として開発とTech Startupを推進すると共に革新

を起こし、そして創造関連の規律、そして法律範囲の規

制を緩和する。

技術革新の東部経済回廊 (EECi)



これから入国して来る観光客と労働者に対応する重要な

戦略つまり自然と地域内文化の調和と価値ある人生スタ

イルを考慮し、最新の住居と都市計画システムで新しい

都市となる場所とラヨン、パッタヤー、チャチュンサオ、

４つの新都市開発。

新都市に教育、公衆衛生、インターネット、電気、水道、

交通のインフラ整備を充実させ、新都市の在住者に完璧

な生活が出来る。その中、パッタヤーは世界的な観光地、

住み心地な都市、または、ビジネスやミーティングセン

ターに開発促進する。

完璧な生活








